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    概要：私が学生の頃に書いた詩をまとめた詩集です。

少年が旅に出て、少女と出会い、孤独を知る・・・

そんな情景を描いた詩集です。

    




    









        後悔 


 


 


崩れゆく喧騒の中に僕らはいる


 


意味のない言葉の繋がりが


 


わけもなく僕らを苦しめる


 


 


 


氾濫した言葉の海を


 


君と二人


 


小さなボートで彷徨って


 


 


 


いつしか君は


 


海へと還っていった













         


僕は一人


 


ボートの中で渇きに耐える


 


海へ還る勇気もなくて


 


ただけだるげに


 


波の煌めきを見つめて







